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(57)【要約】
【課題】シーソープレート上の使用者の向きを任意に変
えて、使用者が必要とする部位に振動を付与する。
【解決手段】基台２に揺動軸を介して揺動自在に軸支さ
れたシーソープレート６を、駆動装置および偏心回転機
構を介して揺動軸回りに揺動させ、シーソープレート６
に足を乗せた使用者の下腹部に、左右の脚部が交互に昇
降することに伴って左右の脚部を経て振動が付与される
。この際、回転テーブル６３に足を乗せ、回転テーブル
６３を踏板６２に対して回転させると、使用者の向きを
変えることができる。したがって、変えた向きに対応す
る使用者の下腹部にシーソープレート６の揺動に伴う振
動を与えることができることから、使用者の向きを適宜
変えることにより、下腹部の任意の部位に振動を与える
ことができる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シーソープレートを揺動軸回りに揺動させることにより、シーソープレートに足を乗せ
た使用者の左右の脚部を交互に昇降させ、脚部を経て下腹部に振動を付与するダイエット
マシーンにおいて、シーソプレートが少なくとも踏板および該踏板に対して垂直軸線回り
に回転自在な回転テーブルからなり、回転テーブル上に足を乗せた使用者の向きを回転テ
ーブルを回転させて変えることを特徴とするダイエットマシーン。
【請求項２】
　支持ポストを介して手すりが設けられ、該手すりが回転テーブルに足を乗せた使用者の
周囲をほぼ包囲することを特徴とする請求項１記載のダイエットマシーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ダイエットマシーンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、基台に偏心回転機構および駆動装置を設置する一方、基台に偏心回転機構の
偏心回転軸と直交する揺動軸を設けるとともに、揺動軸にシーソープレートを固定し、駆
動装置を利用して偏心回転機構を回転させることにより、シーソープレートを揺動軸回り
に揺動させ、シーソープレートに足を乗せた使用者の左右の脚部を交互に昇降させ、脚部
を経て下腹部に振動を付与するダイエットマシーンが提案されている（例えば、特許文献
１参照）。
【特許文献１】特表２００５－５１４１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記ダイエットマシーンにおいては、シーソープレートは、平面視にお
いて、足の大きさに相当する縦寸法と、ほぼ肩幅寸法に相当する横寸法から大きさが設定
されており、シーソープレートに乗った使用者の向きを変更するのに十分な面積は確保さ
れていない。このため、シーソープレートの揺動運動は、常に脚部を経て下腹部の左右の
脇腹に振動を作用させるものとなる。したがって、左右の脇腹以外の部分、例えば、下腹
部正面にシーソープレートの揺動による振動を付与しようとしても、使用者の向きを変え
ることができないため、使用者の任意の部位に振動を付与することはできないものであっ
た。
【０００４】
　なお、基台の大きさ、すなわち、シーソープレートの大きさを大きくすれば、使用者の
向きを容易に変えることはできるものの、家庭で使用する場合を考慮すると、収納スペー
スが大きくなるとともに、重量も大きくなり、取扱性が低下するものとなる。
【０００５】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたもので、シーソープレート上の使用者の
向きを任意に変えて、使用者が必要とする部位に振動を付与することのできるダイエット
マシーンを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、シーソープレートを揺動軸回りに揺動させることにより、シーソープレート
に足を乗せた使用者の左右の脚部を交互に昇降させ、脚部を経て下腹部に振動を付与する
ダイエットマシーンにおいて、シーソプレートが少なくとも踏板および該踏板に対して垂
直軸線回りに回転自在な回転テーブルからなり、回転テーブル上に足を乗せた使用者の向
きを回転テーブルを回転させて変えることを特徴とするものである。
【０００７】
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　本発明によれば、電動モータなどを利用してシーソープレートを揺動軸回りに揺動させ
ると、シーソープレートに足を乗せた使用者は、シーソープレートの揺動によって左右の
脚部が交互に昇降し、これに伴って左右の脚部を経て下腹部に振動が付与される。したが
って、下腹部は振動によってエネルギーを消費し、その分減量することができる。
【０００８】
　ここで、使用者が回転テーブルに足を乗せ、回転テーブルを回転させると、使用者の向
きを変えることができる。すなわち、使用者は、その左右方向を、シーソープレートの揺
動中心である揺動軸の軸心に対して直交する姿勢から一定角度傾斜した姿勢に変えること
ができる。
【０００９】
　この結果、変えた向きに対応する使用者の下腹部にシーソープレートの揺動に伴う振動
を与えることができることから、使用者の向きを適宜変えることにより、下腹部の任意の
部位に振動を与えることができ、目的とする部位を中心に減量することができる。
【００１０】
　本発明において、支持ポストを介して手すりが設けられ、該手すりが回転テーブルに足
を乗せた使用者の周囲をほぼ包囲することが好ましい。これにより、回転テーブル上で使
用者が任意の角度向きを変えたとしても、無理な姿勢をとることなく左右の手によって手
すりをしっかりと把握することができ、使用者の向きを確保することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シーソープレート上の使用者の向きを任意に変えて、使用者が必要と
する部位に振動を付与することのできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１および図２には、本発明のダイエットマシーン１の一実施形態が示されている。
【００１４】
　このダイエットマシーン１は、基台２と、基台２に設けられた偏心回転機構３および駆
動装置４と、基台２に揺動自在に軸支された揺動軸５と、揺動軸５に固定されたシーソー
プレート６と、から主要部が構成されている。
【００１５】
　基台２は、機枠２１の下方開口部にボルトを介して底板２２を締結して形成され、底板
２２には、偏心回転機構３の偏心回転軸３１を軸支する軸受３２の取付座、揺動軸５を軸
支する軸受５１の取付座、さらには、駆動装置４を構成する電動モータ４１の取付座が固
定されている。
【００１６】
　偏心回転機構３は、偏心回転軸３１と、偏心回転軸３１を軸支する軸受３２と、偏心回
転軸３１の両端にそれぞれ回転自在に軸支された偏心ローラ３３とからなり、偏心回転軸
３１には、駆動装置４を構成する従動プーリ４３が一体に固定されている。そして、偏心
回転軸３１は、回転軸３１１と、回転軸３１１の両端に一体に設けた偏心軸３１２から構
成され、偏心軸３１２は、その回転軸心Ｏ1 ，Ｏ2 （図４参照）が回転軸３１１の回転軸
心Ｏに対して同一回転半径の円周上に１８０度の間隔をおいて位置するように設定されて
いる。
【００１７】
　駆動装置４は、電動モータ４１と、その出力軸に固定された駆動プーリ４２と、偏心回
転軸３１の回転軸３１１に一体に固定された従動プーリ４３と、これらの駆動プーリ４２
および従動プーリ４３間に無端状に巻回されたＶベルト４４とからなり、電動モータ４１
を回転駆動させることにより、偏心回転軸３１を同方向に回転させることができる。
【００１８】
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　揺動軸５は、基台２の幅方向の中間位置において、偏心回転軸３１を前後から挟むよう
に固定された軸受５１に回転自在に軸支され、偏心回転軸３１の上方に位置して偏心回転
軸３１の回転軸心Ｏと直交するように架設されている。そして、揺動軸５は、その円筒面
が一定長さにわたって弓形状に切除されて平面部５ｘが形成されており、この平面部５ｘ
にシーソープレート６が載置されて固定されている。
【００１９】
　シーソプレート６は、図３に示すように、鋼板製の頂板６１と、頂板６１にボルトを介
して一体に連結された硬質ゴム製の踏板６２と、踏板６２に形成された円形上の凹部６２
ａに収容されて、頂板６１に垂直軸線回りに回転自在に支持連結された鋼板製の回転テー
ブル６３と、から構成されている。具体的には、踏板６２の凹部６２ａには、回転テーブ
ル６３の回転軸心を中心とする一対の異なる半径の円周の左半部および右半部において、
それぞれ略半周状の一対のスリット６２ｘ，６２ｙが形成され、また、踏板６２における
左右の略半周状のスリット６２ｘ，６２ｙに対応して、頂板６１の左半部および右半部に
は、それぞれ断面略半円状であって、ほぼ半周にわたる一対の凹溝（図示せず）が形成さ
れている。そして、頂板６１の一対の凹溝には、踏板６２のスリット６２ｘ、６２ｙを通
して多数個のボール６４が配置されている。一方、回転テーブル６３の裏面には、踏板６
２に形成された略半周状のスリット６２ｘ，６２ｙに対応して、全周にわたって断面略半
円状の凹溝６３ｘ，６３ｙが形成されている。
【００２０】
　なお、頂板６１の裏面には、その幅方向の中間位置において、ボルトを介して固定部材
６５が固定されており、該固定部材６５が揺動軸５に形成された平面部５ｘに載置され、
頂板６１から固定部材６５を通して挿通されたボルトを揺動軸５に締結することより、頂
板６１および踏板６２が揺動軸５に一体に固定されている。また、回転テーブル６３も、
その回転軸心を中心として形成されたボルト穴および固定部材６５にボルトが挿通されて
揺動軸５に一体に固定されている。これにより、回転テーブル６３は、その凹溝６３ｘ，
６３ｙが多数個のボール６４上に載置されるとともに、多数個のボール６４を頂板６１の
凹溝との間で挟み込んでおり、結局、回転テーブル６３は、離脱が阻止されるとともに、
頂板６１に対してボール６４を介して垂直軸線回りに回転自在に支持されている。
【００２１】
　また、頂板６１の裏面左右には、左右の偏心ローラ３３に対応して、支持部材６６（図
４参照）がボルトを介して固定されている。
【００２２】
　さらに、基台２には、電源スイッチ、始動スイッチ、作動時間を設定する設定スイッチ
およびその表示部、回転数を増減速する設定スイッチおよび表示部などを備えた操作盤７
が設けられるとともに、シーソープレート６上に乗った使用者が容易に把握する高さ位置
に手すり８が支持ポスト８１を介して固定されている。
【００２３】
　なお、手すり８には、遠隔操作盤７１が着脱自在に配置されている。
【００２４】
　次に、このように構成されたダイエットマシン１の作動について説明する。
【００２５】
　前述したように、揺動軸５に形成された平面部５ｘには、シーソープレート６が固定部
材６５を介して固定されていることから、揺動軸５に固定されたシーソープレート６は、
揺動軸５の軸受５１によって揺動自在に軸支されている。
【００２６】
　ここで、使用者は、基台２に設けた操作盤７の電源スイッチおよび始動スイッチを順に
操作してシーソープレート６の踏板６２に乗るか、あるいは、踏板６２に乗った後、手す
り８に配置された遠隔操作盤７１の始動スイッチを操作して電動モータ４１を回転駆動さ
せると、その出力軸に設けられた駆動プーリ４２、Ｖベルト４４および従動プーリ４３を
介して偏心回転軸３１も同方向に回転する。偏心回転軸３１が回転すると、その偏心軸３
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１２にそれぞれ回転自在に軸支された偏心ローラ３３は、１８０度間隔をおいて回転軸心
Ｏ1 ，Ｏ2 を有することから、例えば、図４に示すように、左方の偏心ローラ３３の回転
軸心Ｏ1 が最高点に位置するとき、右方の偏心ローラ３３の回転軸心Ｏ2 は最低点に位置
することになる。したがって、シーソープレート６は、揺動軸５回りに揺動して、その左
半部が偏心ローラ３３および支持部材６６を介して持ち上げられる一方、右半部が偏心ロ
ーラ３３および支持部材６６に接するように押し下げられ、全体として右下がりの傾斜面
を形成する。
【００２７】
　なおも電動モータ４１の同方向への回転が継続し、偏心回転軸３１がさらに９０度回転
すると、図５に示すように、左方の偏心ローラ３３の回転軸心Ｏ1 と、右方の偏心ローラ
３３の回転軸心Ｏ2 は同一の水平面上に位置することになる。したがって、シーソープレ
ート６は、揺動軸５回りに揺動して、その左半部が偏心ローラ３３および支持部材６６に
接するように押し下げられる一方、右半部が偏心ローラ３３および支持部材６６を介して
持ち上げられ、全体として水平面を形成する。
【００２８】
　電動モータ４１が同方向にさらに９０度回転すると、図６に示すように、左方の偏心ロ
ーラ３３の回転軸心Ｏ1 が最低点に位置する一方、右方の偏心ローラ３３の回転軸心Ｏ2 

は最高点に位置することになる。したがって、シーソープレート６は、揺動軸５回りに揺
動して、その左半部が偏心ローラ３３および支持部材６６に接するようにさらに押し下げ
られる一方、右半部が偏心ローラ３３および支持部材６６を介してさらに持ち上げられ、
全体として左下がりの傾斜面を形成する。
【００２９】
　以上のように、シーソプレート６は、電動モータ４１の回転駆動により、その回転数に
相当する回数だけ水平面を挟んで右下がりの傾斜面と左下がりの傾斜面を交互に形成する
ように、揺動軸５回りに揺動する。これにより、踏板６２の左右に右足および左足を乗せ
た使用者は、右足および左足が交互に昇降し、右脚部および左脚部を経て上半身に昇降運
動に伴う振動を付与することになる。すなわち、シーソープレート６の左右方向に対応す
る使用者の下腹部における左右の脇腹には、振動による運動が与えられることになり、エ
ネルギーが消費される。この場合、使用者は、踏板６２に乗っているだけであることから
、十分に呼吸することができる。したがって、有酸素運動と同様に、体脂肪を燃焼させ、
エネルギーを消費する。すなわち、無理なく体脂肪を燃焼させることが可能となり、その
分減量することができる。
【００３０】
　このように、踏板６２の左右に右足および左足を乗せた状態でシーソープレート６が交
互に昇降して得られる振動は、主に左右の脇腹に作用し、左右の脇腹の体脂肪を燃焼させ
ることができる。
【００３１】
　一方、左右の脇腹以外の部位に振動を与えたい場合には、使用者は、回転テーブル６３
上に乗り、一定角度垂直軸線回りに回転させる。この場合、回転テーブル６３は、頂板６
１に回転自在に載置された多数のボール６４に支持されて円滑に回転する。この状態で、
使用者が手すり８を把握して身体を支持し、電動モータ４１を介してシーソープレート６
を揺動軸５回りに揺動すると、図７に示すように、シーソープレート６の左右方向に対し
て使用者は一定角度回転した傾斜姿勢となることから、傾斜した姿勢の使用者にシーソー
プレート６の昇降運動に伴う振動を与えることになる。すなわち、使用者には、脇腹より
も前方の正面側下腹部およびその後方の背部に振動による運動を与えることができる。こ
れにより、使用者の向きを適宜変えることにより、使用者の下腹部の任意の部位に振動を
与えることができ、その部位の体脂肪を消費することが可能となる。
【００３２】
　ここで、回転テーブル６３に両足を乗せる場合は、踏板６２の左右に左右の足を乗せる
場合に比較して、両足の間隔を十分に確保することができないため、不安定となる。この
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姿勢をとることなく手で把握して身体を確保できるように形成することが必要である。例
えば、この実施形態においては、使用者が入り込むだけの開口を前方に形成した優弧状の
手すり８を例示したが、円弧以外に、コ字状など、使用者の身体をほぼ包囲するような形
状であればよい。
【００３３】
　ところで、前述した実施形態においては、揺動軸５を介して揺動自在に軸支したシーソ
ープレート６を駆動装置４および偏心回転機構３を介して揺動させるダイエットマシーン
を例示したが、シーソープレートに足を乗せた使用者の左右の脚部を交互に昇降させ、脚
部を経て下腹部に振動を付与することができれば、上記した構造に限定されるものではな
い。
【００３４】
　また、シーソープレート６を頂板６１、踏板６２および回転テーブル６３から構成した
が、頂板を除いて踏板および回転テーブルによってシーソープレートを構成してもよい。
すなわち、踏板を鋼板によって形成し、踏板に対して回転テーブルを回転自在に支持する
ようにしてもよい。
【００３５】
　さらに、回転テーブル６３を支持して回転させるため、ボールを用いた場合を説明した
が、ローラー（円錐ローラー）を用いることもできる。この場合は、回転テーブルの裏面
および頂板の表面に形成される凹溝の断面形状は、ローラーの断面形状に対応して形成さ
れる。また、スラストベアリングを用いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明のダイエットマシンの一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１のダイエットマシーンの内部構造を説明する斜視図である。
【図３】シーソープレートを一部破断して示す斜視図である。
【図４】シーソプレートの揺動運動を説明する作動工程図である。
【図５】シーソプレートの揺動運動を説明する作動工程図である。
【図６】シーソプレートの揺動運動を説明する作動工程図である。
【図７】シーソープレートの回転テーブル上に乗った使用者が向きを変えた状態を模式的
に説明する平面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　ダイエットマシーン
　２　基台
　３　偏心回転機構
　３１　偏心回転軸
　３３　偏心ローラ
　４　駆動装置
　５　揺動軸
　６　シーソープレート
　６２　踏板
　６３　回転テーブル
　８　手すり
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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